
 

［成果情報名］スイカのトンネル早熟栽培での上位節側枝利用による省力整枝・誘引法 

［要約］ スイカのトンネル早熟栽培において、親づるを９節で摘心し、下位側枝（１～４

節）を除去、上位側枝（５～９節）を利用することにより、慣行（７節摘心、揃った側枝

を 5 本利用）と比較して側枝の発生および生育が揃い、整枝が簡易で省力的となる。  
［キーワード］スイカ、省力整枝、側枝揃い、摘心位置  
［担当］山形農総研セ・園試・野菜花き研究科 

［代表連絡先］電話 0237-84-4125 
［区分］東北農業・野菜花き（野菜） 

［分類］技術・普及 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

スイカのトンネル早熟（つる引き雨除け）栽培では、つる引き作業が総作業時間 312 時

間のうち 50 時間を占める。しかし、側枝の生育はバラツキやすく、つる先を揃えて子づる

の生育を同一化するための「つる引き作業」は煩雑で高度な技術を要する。そこで、側枝

の生育が揃い、簡易で省力的な整枝・誘引技術を開発する。  
［成果の内容・特徴］ 

１．スイカのトンネル早熟栽培において、定植後４節目まで側枝が発生したら下位側枝（１

～４節）を除去し、親づるを９節で摘心する。その後、５～９節目の側枝が30～50㎝

になったら、親づるを「Ｊ」の字につるを誘引し側枝を配置する（１回目のつる引き）。

以降は慣行のつる引きと同じとする。 

２．慣行の親づる７節摘心整枝と比較して、側枝発生率が高く、側枝の生育が揃う（表１）。 

３．下位側枝の除去は、発生初期に随時行うと側枝の生育が早く、揃う傾向にある。摘心

は下位側枝の最終除去時に行う（表２）。 

４．１回目のつる引きは、側枝を５本揃えて手前に引くだけの簡易な作業となり、作業時

間が１割程度少なくなる（表３）。 

５．商品果収量は慣行整枝と同等である（表４）。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．定植後は側枝発生を安定させるために、活着と初期生育を促進させる。  
２．従来のつる引き栽培の整枝、誘引のような煩雑さがないため、新規栽培者が取り組み

やすい技術である。  



 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

（山形県農業総合研究センター） 
［その他］ 
研究課題名：スイカの省力整枝栽培技術の開発 
予算区分： 県単 
研究期間：2007～2009 年度 
研究担当者：高橋玲子、齋藤克哉 

栽培概要（H21 年）  
１）供試品種 穂木‘祭ばやし 777’台木‘FR ダントツ’  ２）播種日  穂木 3 月 17 日 台木 3 月 13 日  
３）接ぎ木  3 月 22 日（９cm ポット育苗）      ４）定植日  4 月 28 日       
５）栽植様式 畝幅 300cm、ベッド幅 150cm、株間 80cm（417 株 /10a）トンネル早熟栽培 2 果どり  
６）施肥量（kg/10a）基肥  N：P2O5：K2O = 7：7.9：5.3 堆肥 1,000kg/10a 
７）慣行整枝法：子づる 5 本仕立て、つる引き栽培、着果節位までの孫づる摘除  
８）摘心 省力整枝区は 5 月 10 日、下位側枝除去と同時に行った。慣行区は 5 月 8 日に行った。  
９）1 回目のつる引き 5 月 25 日  
10）表 1～3 は H21、表 4 は H20 年のデータ（省力整枝は下位側枝は摘心と同時除去）  

表2　下位側枝発生処理時期が側枝長に及ぼす影響（H21年5月25日） （10株調査）

5 6 7 8 9 （cm） （％）

①側枝発生初期に随時 5/1、8、11 5/11 63 72 72 75 67 70 4.6 6.6

②親づる摘心と同時
（4節目の側枝が5cm程度伸びた時期）

5/11 5/11 51 40 45 50 48 47 4.3 9.2

③5～9節の側枝が1～2本伸びた（5cm程度）
ことを確認後

5/14 5/11 45 36 33 36 34 36 4.7 12.9

側枝長
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節位別側枝長(cm)

表3　摘心とつる引きの所要時間（H21年）

3時間

11時間20分

2時間

14時間40分
慣行整枝 16時間40分

摘心

つる引き（1回目）

14時間20分省力整枝
摘心+1～4節の除去

つる引き（1回目）

試験区 作業内容
10ａ当たり
所要時間

計

3 節目 

1 節目 

2 節目 

4 節目 

省力整枝・誘引法 

7 節目 

6 節目 

8 節目 

5 節目 

9 節目 

表4　交配日、着果節位、収量、品質（H20年） （18株調査）

着果節位 平均

収穫日 個数 重量 10a当たり 空洞 中心部 種子部
（月/日） （節） （月/日）（個） （kg） （t）

省力整枝 6/15 19±3 7/26 28 314 7.3 1.9 13.0 11.4
慣行整枝 6/12 18±3 7/24 30 307 7.1 0.9 13.1 11.1

1)A～C果については県内出荷組織基準を参考とした。2）空洞は0（無）→5（多）とした。

区名
平均

交配日
糖度（Brix%）商品果収量（A果+B果）

表1　各節位における側枝長（H21年5月25日） （18株調査）

（cm） （％） （％）
省力整枝 38 41 46 52 47 45 4.9 11 94
慣行整枝 45 52 58 49 10 11 16 34 19.5 57 70

1)調査株の各節位から発生する側枝（0cm）も含む平均値　　2）変動係数＝(標準偏差/平均)×100

3)発生率＝（10cm以上の側枝本数/節）×100

標準
偏差

変動

係数2)

発生

率3)

8 9

節位別側枝長（cm） 平均

側枝長1)

4 5 6 7
区名

1 2 3


